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査読者先生査読コメント一覧 (3)

		座長候補 ザチョウ コウホ				発表支部 ハッピョウ シブ		演題番号 エンダイ		筆頭発表者が役員 ヒットウ ハッピョウシャ ヤクイン		演題表題		発表形式

		五百井先生（福岡）・川越先生（宮崎） イオイセンセイ フクオカ カワゴエ センセイ ミヤザキ				福岡 フクオカ		42				小臼歯抜歯症例に対し弱い矯正力を用いた en masse retractionによる矯正歯科治療を行った2症例		口演（症例）

						長大 チョウ ダイ		33		古賀先生 コガセンセイ		先天性多数歯欠如を伴う骨格性下顎前突症例		口演（症例）

						沖縄 オキナワ		49				術後に突発性下顎頭吸収を惹起したと思われる外科的矯正治療を適用した骨格性II級、High angle 成人女性の2例		口演（症例）

						熊本 クマモト		5		上村先生 カミムラ センセイ		上顎両側中切歯の歯根吸収を伴う骨格性Ⅰ級ハイアングル開咬に対して、マウスピース型矯正装置を用いた上下顎両側第一小臼歯抜歯症例		口演（症例）

						福歯 フク ハ		23				非崩壊性G N T添加アパタイトセメントの基礎物性への影響について		口演（学術）

						鹿児島大学 カゴシマダイガク		50				歯科矯正用アンカースクリュー植立時の歯根接触を検知するための歯の動揺度と埋入トルクの評価		口演（学術）



		座長候補 ザチョウ コウホ				発表支部 ハッピョウ シブ		演題番号 エンダイ		筆頭発表者が役員 ヒットウ ハッピョウシャ ヤクイン		演題表題		発表形式

		疫学＋Vivo
中島先生（福岡） エキガク ナカシマ センセイ フクオカ				福岡 フクオカ		3				コロナ禍前後における矯正歯科患者の実態調査		学術展示（ポスター形式）

						九歯 キュウ ハ		30		郡司掛先生 グンジカケ センセイ		九州歯科大学附属病院矯正歯科における先天性疾患患者の実態調査		学術展示（ポスター形式）

						長大 チョウダイ		14				矯正力負荷早期における歯根膜腔狭小化と歯根吸収の相関関係		学術展示（ポスター形式）

		Vivo+Vitro(歯根吸収関連)
北原先生（九大）
 シコンキュウシュウ カンレン キタハラ センセイ キュウダイ				長大 チョウダイ		13				12/15 - LOX特異的阻害剤による歯根吸収抑制とその作用機序の解明　―ラットを用いた実験―		学術展示（ポスター形式）

						九歯 キュウ ハ		21				矯正歯科治療を想定した機械的刺激下のヒト歯根膜細胞におけるFGF-2を介したCAP、CEMP1の発現		学術展示（ポスター形式）

						長大 チョウ ダイ		32				矯正力による歯根吸収のリチウムによる抑制の組織学的解析-ラットを用いた実験-		学術展示（ポスター形式）

		Vivo+Vitro
大賀先生（鹿大）				長大 チョウダイ		16				リチウムは矯正力負荷初期の短期間投与でも歯根吸収抑制効果を示すのか？		学術展示（ポスター形式）

						九歯 キュウ ハ		9				味覚受容体T1R3による破骨細胞および骨芽細胞分化制御機構		学術展示（ポスター形式）

						九歯 キュウ ハ		22				ラット口腔粘膜におけるメントールの疼痛誘発作用と鎮痛作用の解析		学術展示（ポスター形式）

		Vivo+Vitro
佛坂先生（長大）				福歯 フク ハ		11				不正咬合を伴う糖尿病モデルマウス歯周組織の炎症性サイトカインの発現について		学術展示（ポスター形式）

						九歯 キュウ ハ		43				ラットを用いた硬さ弾力性物性認知評価法の開発		学術展示（ポスター形式）

						九歯 キュウ ハ		24				ビタミンCによる筋細胞分化のエピジェネティック制御		学術展示（ポスター形式）

		臨床研究
春山先生 リンショウケンキュウ ハルヤマセンセイ				福歯 フク ハ		12				機械学習により仮想的に生成した下顎前突パターンと上顎前方牽引装置の効果との関連		学術展示（ポスター形式）

						九大 キュウダイ		38				Three-dimensional evaluation of soft tissue chin changes in Japanese adult patients undergoing orthognathic surgery for correction of skeletal class III malocclusion		学術展示（ポスター形式）

						鹿児島大学 カゴシマダイガク		31				矯正歯科治療前後の患者の顎顔面形態と心理状態の比較		学術展示（ポスター形式）

		臨床研究他
黒石先生（九歯）
 リンショウ ケンキュウ ホカ クロイシセンセイ キュウ ハ				鹿児島大学 カゴシマダイガク		48				覚醒時の食道内酸刺激が胸焼け等の不快症状、咬筋活動および唾液分泌量に及ぼす影響について		学術展示（ポスター形式）

						鹿児島大学 カゴシマダイガク		10				日中活動時の非機能的咬筋活動の解析における基準値の検討		口演（学術）
学展へ変更 ガクテン ヘンコウ

						長大 チョウ ダイ		44				エラスティックを利用することによるアライナー型矯正装置へのゲーブルベンドの付与　－有限要素解析－		学術展示（ポスター形式）

		症例展示 ショウレイ テンジ

		一般他
田村先生（福岡） イッパン ホカ タムラ センセイ フクオカ				鹿児島 カゴシマ		46				簡便な床装置で治療した鋏状咬合症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

						佐賀 サガ		41				低位下顎第一大臼歯の抜歯症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

						大分 オオイタ		35		小椋先生 オグラ センセイ		反対咬合症例の4歳から20歳までの経過		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

		Ope関連
飯野（鹿児島） カンレン イイノ カゴシマ				鹿児島大学 カゴシマダイガク		27				右側唇顎口蓋裂患者に対し、上顎骨前方部骨延長及び下顎骨骨切り術を併用し、中顔面の陥凹感及び咬合を改善した一症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

						福歯 フク ハ		37		阿部先生 アベ センセイ		下顎両側第一大臼歯の欠損と下顎の左方偏位を伴う骨格性下顎前突症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

						九大 キュウダイ		40				上下顎骨右方偏位を伴う骨格性Ⅲ級の前歯部開咬症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

		外傷・先天性欠如他
小宮先生（佐賀） ガイショウ センテンセイ ケツジョ ホカ コミヤ センセイ サガ				鹿児島大学 カゴシマダイガク		25				下顎第二乳臼歯の抜歯空隙を大臼歯の近心移動により閉鎖した下顎第二小臼歯の先天性欠如を伴う２症例		口演（症例）→症例展示（ポスター）に変更予定 ショウレイテンジ ヘンコウヨテイ

						福歯 フク ハ		20				打撲の既往による上下顎前歯部歯根吸収を伴うAngleⅡ級１類症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

						香川 カガワ		34				先天性欠如を有する混合歯列期の患者に自家歯牙移植を行った
症例 センテン セイ ケツジョ ユウ コンゴウ シレツ キ カンジャ ジカ ハ ガ イショク オコナ ショウレイ		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

		Screw関連
京極先生（熊本） カンレン キョウゴク センセイ クマモト				鹿児島大学 カゴシマダイガク		17		前田 マエダ		歯科矯正用アンカースクリューを用いて上顎歯列の遠心移動とガミースマイルを改善したアングルⅡ級２類上顎前突症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

						福歯 フク ハ		39				歯科矯正用アンカースクリューを用いて上顎大臼歯を圧下し開咬を改善した1例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

						京都 キョウト		18				歯科矯正用アンカースクリューを併用して過大なオーバージェットを伴う骨格性Ⅱ級を治療した１例		症例呈示（机上での発表） ※認定医更新申請の業績としては認められません。

		認定医審査　対象外 ニンテイイ シンサ タイショウガイ						4				骨格性Ⅰ級、High angle、上顎前歯前方位と下顎右側側切歯の舌側転位を伴うAngleⅠ級叢生症例		症例報告（机上での発表） ※認定医更新症例に限ります。

								28				軽度の叢生を伴う上下顎前突症例		症例報告（机上での発表） ※認定医更新症例に限ります。







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































査読者先生査読コメント一覧

		演題番号 エンダイ		演題表題		発表形式		判定（採択、修正後採択、修正後再査読、不採択）		倫理的配慮・利益相反チェックリストへのコメント		査読者１からのコメント		査読者２からのコメント		事務局からの追加コメント ツイカ		メール送信
2023.10.06 ソウシン

		10		日中活動時の非機能的咬筋活動の解析における基準値の検討		口演（学術）		修正後採択		『※情報公開＋拒否権の保護（オプトアウト）がなされていますか』に関して該当しないとしていますが、必要だと思われます。ご検討ください。		特になし				特になし トク		済 スミ

		23		非崩壊性G N T添加アパタイトセメントの基礎物性への影響について		口演（学術）		修正後再査読		問題なし モンダイ				①DCPA、HIなどの略称を用いられていますが、一般的ではないため、意味が分かりにくいです。正式名称と略称の併記（正式名称（以下、〇〇））等で、定義していただけますでしょうか？ご検討ください。
②ゲンタマイシンの濃度を、0～100㎎/mLと４種類で実験されていますが、抗菌性試験において、濃度依存的な抗菌性の効果があったのでしょうか？もしも結果があれば、言及することもご検討ください。
		特になし トク		済 スミ

		50		歯科矯正用アンカースクリュー植立時の歯根接触を検知するための歯の動揺度と埋入トルクの評価		口演（学術）		修正後採択		問題なし モンダイ		・可能であれば、「屠殺された」の表現を変えてください。		指摘事項ありません。		特になし トク		済 スミ



		5		上顎両側中切歯の短根を伴う骨格性Ⅰ級ハイアングルAngle ClassⅠ開咬に対して、マウスピース型カスタムメイド矯正歯科装置を用いた上下顎両側第一小臼歯抜歯症例		口演（症例）		修正後再査読		問題なし モンダイ		タイトルが長過ぎるようですので、短くすることをご検討ください。
もともと歯根吸収がみられる歯を短根としている場合は、歯根吸収となりますので表現をご確認ください。
X線は「エックス線」と記載することを検討して下さい。
前歯圧下のメカニクスを追記して下さい（アタッチメントの接着等ありましたら）。		Overjetが5.0mm、Overbiteが-2.5mm→overjetが+5.0mm、overbiteが-2.5mm　(小文字、+の追加)にご修正ください。		・【症例】の「正顔」を「正貌」に修正してください。
・【症例】の「側方セファロX線写真分析で」を「セファロ分析では」に修正してください。
・【症例】の「側方セファロX線写真」を「側面頭部エックス線規格写真」に修正してください。		済 スミ

		25		下顎第二乳臼歯の抜歯空隙を大臼歯の近心移動により閉鎖した下顎第二小臼歯の先天性欠如を伴う２症例		口演（症例）		修正後採択		問題なし モンダイ		指摘事項ありません。		症例1で、下顎右側第二小臼歯が、抜歯された(いつ?)のか、非抜歯で配列されたのか、ご明示ください。		特になし トク		済 スミ

		33		先天性多数歯欠如を伴う骨格性下顎前突症例		口演（症例）		修正後採択		問題なし モンダイ		Overjet→overjetにご修正ください。		指摘事項ありません。		特になし トク		済 スミ

		42		抜歯矯正治療に対し、En masse法を改良した治療を行った10症例		口演（症例）		修正後再査読		3症例などの少人数の症例の発表とは異なり、10症例についてまとめて述べておられます。倫理員会の承認が必要かと思われます。ご検討ください。		①演題表題に、『En masse法』という記載がありますが、一般的な名称としてください。
②10症例の初診時年齢、性別について、それぞれ記載されていますが、平均年齢での記載、男女の人数などの記載でまとめて表記することを検討されてください。
③【考察およびまとめ】で、En masse法が有効な治療法であるとまとめられておりますが、En masse法ではない方法と比較し、有効と判断されたのでしょうか？患者データを分析し、統計学的な手法を用い検討されてますでしょうか？根拠となるデータを示してください。
		限られた発表時間で10症例を提示することは可能でしょうか？　ポスターによる発表が適切のように思われますが如何でしょうか。
仮にシリーズでの症例発表を行うとした場合、セファログラム等を用いて治療結果等の３症例以上の平均値などを算出すると研究に相当します。研究倫理審査が必要ですので、ご注意ください。症例発表は、通常各々の症例についての治療結果と考察です。		・査読者からの指摘のように、発表形式と発表内容が一致しないため、修正が必要です。
・現在のタイトルは「抜歯矯正治療に対し、En masse法を改良した治療を行った10症例」となっております。しかし、10症例をまとめたご発表の場合、通常、学術としての発表となり、倫理委員会の承認が必要です。また、抄録も、学術に則した内容に修正が必要となります。
・口演（症例）としての発表をご希望される場合は、通常の症例発表のように、各症例（数例）について具体的な結果等を示した上で考察してください。演題名も再検討していただき、抄録も各症例の内容がわかるように、修正してください。
・指摘内容を修正した上で、口演かポスターのいづれがご発表に適しているか、ご検討いただきますよう、お願いいたします。
		済 スミ

		49		術後にICRを惹起したと思われる外科的矯正治療を適用した骨 格性II級、High angle 成人女性の2例		口演（症例）		修正後採択		問題なし モンダイ				「4番抜歯後」をできるだけ「第一小臼歯抜去後」などとご記載ください。		・ICRの略称を用いられていますが、正式名称と略称の併記（正式名称（以下、〇〇））等で、定義していただけますでしょうか？タイトルも含めてご検討ください。
・上顎正中口蓋アンカースクリューは、上顎正中口蓋に歯科矯正用アンカースクリューを植立し、などの表現に修正してください。
・【考察およびまとめ】「後 戻り」等、半角スペースが散見されます。ご検討ください。 フク シカキョウセイ ヨウ コウサツ アト モド ナド ハン カク サンケン ケントウ		済 スミ



		3		コロナ禍前後における矯正歯科患者の実態調査		学術展示（ポスター形式）		修正後再査読		問題なし モンダイ		．コロナ禍前後の比較と言うことであれば，4項目全てで結果が必要だと思われます．また，考察に書かれている，審美性装置の関係性があるとすれば，その割合等も調べる必要があると考えます．		コロナ禍前とコロナ禍（前2018年、2019年と、後2020～2022年）での、患者数の変化については、「大きく変化はなかった。」結果に示されておりますが、その他の、年齢分布の変化、男女比の変化、不正咬合の変化について、結果に具体的に示されておりません。５年間の変化もしくは、コロナ禍前（2018年、2019年）とコロナ禍（2020～2022年）で比較した結果に示し、考察をしてください。		特になし トク		済 スミ

		9		味覚受容体T1R3による破骨細胞および骨芽細胞分化制御機構		学術展示（ポスター形式）		修正後再査読		遺伝子組換え実験計画許可番号もあわせて提示してください。		【試料および方法】に遺伝子組換えマウス(T1R3 nullマウス)を使用した旨の記載がなく、結果に突然その記載が現れます。また、MEFやST2でT1R3過剰発現の影響を調べたという内容がうまく記載されていないと思います。全体の内容・バランスもふくめご再考ください。【結果および考察】T1R3 nullマウス由来骨髄細胞 では破骨細胞分化マーカーが、分化にともない減少したのでしょうか?野生型と比較してマーカー発現量が低かったのでしょうか?ご記載の内容からでは不明ですので、ご明示ください。また、結果に対する考察の記載がこの段落になく、一部【まとめ】に記載されているようです。全体の内容・バランス含めご再考ください。				特になし トク		済 スミ

		11		不正咬合を伴う糖尿病モデルマウス歯周組織の炎症性サイトカインの発現について		学術展示（ポスター形式）		修正後再査読		問題なし モンダイ				①【試料および方法】で、片側性咬合マウスとありますが、外傷性咬合を想定した疑似的不正咬合モデルでしょうか？また、臼歯部歯周組織を観察したのは、片側性咬合の咬合している側でしょうか、咬合していない側でしょうか、両側でしょうか？分かりやすい記載について、ご検討ください。②【試料および方法】「片側性咬合マウス作製を行った。」とありますが、「片側性咬合マウスを作製した。」との表現もご検討ください。③『疑似的不正咬合』における歯周組織の炎症性サイトカインの発現について、健常マウスと糖尿病マウスで、差があったということでしょうか？考察、結論にて、単なる歯周病だけでなく、疑似的不正咬合があった場合に歯周病が悪化するなど、言及することは可能でしょうか。ご検討ください。		特になし トク		済 スミ

		12		機械学習により仮想的に生成した下顎前突パターンと上顎前方牽引装置の効果との関連		学術展示（ポスター形式）		修正後採択		問題なし モンダイ		ユニットの説明が不充分です．まず，いくつのユニットに分けたのかが不明で，それぞれのユニットがどういう集団を表しているかを追記する必要がありそうです．U８の８だけ全角になっています．		【結論】ではなく【まとめ】にご変更ください。可能であれば、ユニットと仮想パターンとの関連をわかりやすくご記載ください。		特になし トク		済 スミ

		13		12/15 - LOX特異的阻害剤による歯根吸収抑制とその作用機序の解明　―ラットを用いた実験―		学術展示（ポスター形式）		修正後再査読		問題なし モンダイ		クローズドコイルスプリングの装着方法をご追記下さい（接着式でないと歯髄に炎症が生じ実験結果に影響する可能性が考えられます）。
第1臼歯は、もう一方の抄録では「第一臼歯」となっておりますので統一をご検討ください。		抄録は【目的】,【資料】または【試料】,【方法】,【結果】,【考察】,【結論】、もしくは【目的】,【資料および方法】または【試料および方法】,【結果および考察】,【まとめ】の形式でご記載ください。(【】の使用、コロン削除、結論→まとめ)　使用したラットのN数および、用いた統計学的な検定があればご記載ください。		特になし トク		済 スミ

		14		矯正力負荷早期における歯根膜腔狭小化と歯根吸収の相関関係		学術展示（ポスター形式）		修正後採択		問題なし モンダイ		抄録は【目的】,【資料】または【試料】,【方法】,【結果】,【考察】,【結論】、もしくは【目的】,【資料および方法】または【試料および方法】,【結果および考察】,【まとめ】の形式でご記載ください。使用した相関係数の算出方法および統計学的な検定があれば有意水準も含めご記載ください。		【資料および方法】の近心に牽引したとの文章に部位を記入したください。		特になし トク		済 スミ

		16		リチウムは矯正力負荷初期の短期間投与でも歯根吸収抑制効果を示すのか？		学術展示（ポスター形式）		修正後再査読		問題なし モンダイ		クローズドコイルスプリングの装着方法をご追記下さい（接着式でないと歯髄に炎症が生じ実験結果に影響する可能性が考えられます）。				特になし トク		済 スミ

		21		矯正歯科治療を想定した機械的刺激下のヒト歯根膜細胞におけるFGF-2を介したCAP、CEMP1の発現		学術展示（ポスター形式）		修正後採択		問題なし モンダイ		抄録は【目的】,【資料】または【試料】,【方法】,【結果】,【考察】,【結論】、もしくは【目的】,【資料および方法】または【試料および方法】,【結果および考察】,【まとめ】の形式でご記載ください。				特になし トク		済 スミ

		22		ラット口腔粘膜におけるメントールの疼痛誘発作用と鎮痛作用の解析		学術展示（ポスター形式）		修正後採択		問題なし モンダイ						「矯正治療」を「矯正歯科治療」に修正をお願いします。		済 スミ

		24		ビタミンCによる筋細胞分化のエピジェネティック制御		学術展示（ポスター形式）		採択		問題なし モンダイ				指摘事項ありません。		特になし トク		済 スミ

		30		九州歯科大学附属病院矯正歯科における先天性疾患患者の実態調査		学術展示（ポスター形式）		採択		問題なし モンダイ						特になし トク		済 スミ

		31		矯正歯科治療前後の患者の顎顔面形態と心理状態の比較		学術展示（ポスター形式）		修正後採択		問題なし モンダイ		性別毎の結果に対して、考察やまとめの記載があります。目的や、資料及び方法（男女の数）に性別に関する記載についてご検討ください。				特になし トク		済 スミ

		32		矯正力による歯根吸収のリチウムによる抑制の組織学的解析-ラットを用いた実験-		学術展示（ポスター形式）		修正後再査読		大学における動物実験計画に関す審査が必要です。		上顎第1臼歯の記載を「上顎第一臼歯」に統一して下さい（同様の他の抄録でもそうなっておりす）。
クローズドコイルスプリングの装着方法をご追記下さい（接着式でないと歯髄に炎症が生じ実験結果に影響する可能性が考えられます）。
動物実験委員会の許可番号をご記入ください。		抄録は【目的】,【資料】または【試料】,【方法】,【結果】,【考察】,【結論】、もしくは【目的】,【資料および方法】または【試料および方法】,【結果および考察】,【まとめ】の形式でご記載ください。　得られた組織学的な結果は、1日目から14日目まで、経時的に記載していくほうが良いと思いますが、いかがでしょうか?　結論から、「(764文字)」を削除してください。		・実験のため、（資料及び方法）は（試料および方法）に修正してください。 ジッケン シリョウオヨ ホウホウ シリョウ ホウホウ シュウセイ		済 スミ

		38		Three-dimensional evaluation of soft tissue chin changes in Japanese adult patients undergoing orthognathic surgery for correction of skeletal class III malocclusion		学術展示（ポスター形式）		採択		問題なし モンダイ		No remarks.		特にありません。		・倫理問題なし リンリ モンダイ		済 スミ

		43		ラットを用いた硬さ弾力性物性認知評価法の開発		学術展示（ポスター形式）		修正後採択		問題なし モンダイ		・抄録作成の注意事項に則って、【目的】,【資料】または【試料】,【方法】,【結果】,【考察】,【結論】
【目的】,【資料および方法】または【試料および方法】,【結果および考察】,【まとめ】の起債にしてください。		抄録は【目的】,【資料】または【試料】,【方法】,【結果】,【考察】,【結論】、もしくは【目的】,【資料および方法】または【試料および方法】,【結果および考察】,【まとめ】の形式でご記載ください。		特になし トク		済 スミ

		44		エラスティックを用いたアライナー型矯正装置へのゲーブルベンドの付与		学術展示（ポスター形式）		修正後再査読		問題なし モンダイ		抄録は【目的】,【資料】または【試料】,【方法】,【結果】,【考察】,【結論】、もしくは【目的】,【資料および方法】または【試料および方法】,【結果および考察】,【まとめ】の形式でご記載ください。
タイトルですが、エラスティックでできたアライナー装置にベンドを付与したのか、通常のアライナー装置へエラスティックを用いてゲーブルベンドを付与したのか、タイトルだけでは不明確です。また、実際にベンドを付与したのではなく、シミュレーションによる効果を検討した研究だとおもいます。タイトルの修正をご検討ください。				特になし トク		済 スミ

		48		覚醒時の食道内酸刺激が胸焼け等の不快症状、咬筋活動および唾液分泌量に及ぼす影響について		学術展示（ポスター形式）		採択		問題なし モンダイ				特にありません。		特になし トク



		17		歯科矯正用アンカースクリューを用いて上顎歯列の遠心移動とガミースマイルを改善したアングルⅡ級２類上顎前突症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後採択		問題なし モンダイ				①【症例】の中に、『L1 to APo』とありますが、『L1 to APog』の誤りでしょうか？確認いただけますでしょうか？
②【症例】の中に、『下顎切歯と上顎前歯に・・・』とありますが、上顎犬歯は遠心移動を開始しているので、『下顎歯列と上顎切歯に・・・』とのことでしょうか？ご検討ください。
		特になし トク		済 スミ

		20		打撲の既往による上下顎前歯部歯根吸収を伴うAngleⅡ級１類症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後再査読		問題なし モンダイ		【症例】症例の所見はすべて過去形で統一してご記載ください。「E-line:上唇+2.0 mm、下唇+3.0 mmから口元の突出感を認める。」→「E-lineから上唇は2.0 mm、下唇は3.0 mmの突出を認めた。」にご変更ください。　打撲の既往はいつ頃のものなのかの記載を、主訴のあと付近にご記載ください。　「AngleII級1類症例と診断した」のあとに「。」を追加してください。【考察およびまとめ】の、「本症例は上下顎中切歯に歯根吸収を認めるAngleII級1類症例 であっため、FMIAの目標値を53.5°に設定し、上下顎第一大臼 歯はAngleI級関係に改善するとともに叢生の解消、上下顎正 中線の一致がみられ、機能的咬合の確立を行うことができた。」の部分は、【症例】に含まれるべき内容と思います。移動をご検討ください。		【考察およびまとめ】の2文がわかりにくいので，もう少しわかりやすくして下さい．		「矯正治療」を「矯正歯科治療」に修正をお願いします。
SNA, SNB, ANBはそれぞれSNA角, SNB角, ANB角に修正してください。 キョウセイシカチリョウ シュウセイ ネガ		済 スミ

		27		右側唇顎口蓋裂患者に対し、上顎骨前方部骨延長及び下顎骨骨切り術を併用し、中顔面の陥凹感及び咬合を改善した一症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後採択		問題なし モンダイ				【症例】の中に、「MASO施行から一年後・・・」とありますが、「MASDO」の誤りでしょうか。ご確認ください。		確認済み カクニンズ		済 スミ

		34		自家歯牙移植と矯正歯科治療 ジカ		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後再査読		問題なし モンダイ		シリーズでの症例発表と理解しておりますが、セファログラム等を用いて治療結果等の３症例以上の平均値などを算出した場合は、研究に相当します。実際の発表にあたっては、ご注意ください。症例発表は、通常各々の症例についての治療結果と考察です。

提示する症例数を抄録中に明記して下さい。

演題タイトルに具体性がありません。症例展示を念頭に具体的なご記載をお願い致します。				・先天性欠損を先天性欠如に修正してください。
・矯正治療を矯正歯科治療に修正してください。
・「被験者」を「患者」に変更することをご検討ください。 センテンセイ ケッソン センテンセイ ケツジョ シュウセイ キョウセイ チリョウ キョウセイ シカ チリョウ シュウセイ ケントウ		済 スミ

		35		乳歯反対咬合症例の4歳から20歳までの経過		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後再査読		問題なし モンダイ		【症　例】の最後の方の，20歳4か月の記述を，過去形にして下さい．		①演題表題、本文中に、「乳歯列反対咬合」という用語を使用されておりますが、単に「反対咬合症例」としても良いかもしれません。もしくは、「機能的反対咬合」はいかがでしょうか。ご検討ください。
②【目的】の「上下顎の前後的な位置偏位の大きくない」との表現がありますが、【症例】の中に「下顎がやや過成長であった」とあり、矛盾しているように思います。上下顎骨とも、骨格性の問題がなく、下顎は早期接触等で下顎が機能的近心咬合となっていたということでしょうか？再考ください。
③【症例】内に、「右偏」「反対被蓋」との表現がありますが、「右方偏位」「反対咬合」の表現が一般的と思われます。ご検討ください。
④【症例】内に、「閉鎖歯列」との表現がありますが、意味が分かりづらくなっております。空隙がないとのことでしょうか？一般的な表現になるようにしてください。
⑤【症例】内で、現在型で表記しているところが散見されます。過去形で表現してください。
⑥【症例】内の「脳頭蓋での重ね合わせ」とは、S点、SN平面での重ね合わせのことでしょうか？具体的に記載してください。
⑦【症例】内で、「可撤式装置」と「機能的矯正装置（ムーシールド）」との記載がありますが、同じ装置のことを示していますか？簡潔に表記していただけますと分かりやすいように思います。ご一考ください。
⑧【症例】内で、「舌挙上訓練」を行ったとありますが、口腔習癖の所見があったのでしょうか？文章量と照合しなければありませんが、記載できるのであれば、舌挙上訓練の根拠（例・低位舌）についても記載してください。
⑨【考察とまとめ】のところでは、文章の流れが分かりにくくなっていると思われます。例として、以下の文章を参考にされてください。
「乳歯列の機能性反対咬合症例に対し、機能的矯正装置、上顎拡大床、上下顎ユーティリティーアーチを用いて動的矯正治療を行い、20歳まで観察し、上下顎ともに前下方に成長していたことが確認できた。上下顎の前下方への成長に関する貴重な情報を得ることができた。」
		・ムーシールドは商品名のため削除してください。 ショウヒンメイ サクジョ		済 スミ

		37		下顎両側第一大臼歯の欠損と下顎の左方偏位を伴う骨格性下顎前突症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後再査読		『被験者への口頭と書面による十分な説明と同意』、『被検者の個人情報の保護に関する説明と同意』に関して該当しないとしていますが、必要だと思われます。ご検討ください。		①【目的】で、「迷われることが多い」とありますが、「補綴の方法の選択」に迷われるということでしょうか？矯正治療開始を迷うことも想定されますので、表現について再考されてください。
②【症例】で、「TCH」との記載がありますが、歯列接触癖のことでしょうか？一般的な略語ではないと思われますので、再考されてください。
③【症例】で、「マルチブラケット装置を除去」の記載がありますが、「撤去」の表現についてもご検討ください。
④【症例】で、「ノンメタルクラスプデンチャーを選択された。」とありますが、主語は患者でしょうか？「ノンメタルクラスプデンチャーによる補綴処置を行った。」など、前文と主語を合わせた表現についてもご検討ください。
⑤【目的】で、「年齢の増加とともに歯槽骨の低下がみられる場合」とありますが、文字数調整をされるならば、「加齢による歯槽骨の低下」若しくは単に「歯槽骨の低下」という表現もご検討ください。

		迷われること→治療計画について迷うこと?　等に修正をご検討ください。　交叉咬合→クロスバイト?に変更するか、「片側に」の削除ご検討ください。(教科書的に交叉咬合とクロスバイトは意味が異なると思います。)　TCHについて、一般的にどこまで受け入れられているか不明なので、略語のみならず(Tooth　Contact　Habit)とスペルをご記載もしくは(歯の接触癖)とご併記をご検討ください。考察およびまとめの項目前後に【】を追加してください。		・考察およびまとめに【】を記載してください。 コウサツ キサイ		済 スミ

		39		歯科矯正用アンカースクリューを用いて上顎大臼歯を圧下し開咬を改善した1例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後採択		問題なし モンダイ		skeletal 2→skeletal Class II もしくは骨格性II級への変更をご検討ください。標 準範囲内→1標準偏差以内に変更をご検討ください。　【考察およびまとめ】において、「動的治療期間は1年であった。」は【症例】と重複しています。削除を検討ください。				・反時計回転は、前上方回転に修正してください（最近この表現は使用しませんのでご注意ください）。
・SNA, SNB, ANBはそれぞれSNA角, SNB角, ANB角に修正してください。
・パラタルバーは、「トランスパラタルアーチ」等の学術用語を使用することを検討してください。 ハン		済 スミ

		40		上下顎骨右方偏位を伴う骨格性Ⅲ級の前歯部開咬症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後採択		問題なし モンダイ						・時計廻り回転および時計回転は、別の表現に修正してください（最近この表現は使用しませんのでご注意ください）。
・【症例】ANB→ANB角、wit’s appraisal→wits appraisalへ変更してください。
・前歯部被害関係→前歯部被蓋関係への修正をお願いいたします。 トケイカイテン ベツ ヒョウゲン シュウセイ ショウレイ カク ヘンコウ ゼンシブ ヒガイ カンケイ ゼンシブ ヒガイ カンケイ シュウセイ ネガ		済 スミ

		41		低位下顎第一大臼歯の抜歯症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後採択		問題なし モンダイ				①【目的】で、「下顎第一歯を抜歯し、」とありますが、「下顎第一大臼歯を抜去し、」の表現について、ご検討ください。
②【症例】で、「10歳11ヶ月の女性」とありますが、「10歳11か月の女児」の表現について、ご検討ください。
③【症例】内で、歯の移動に関する詳細な情報がありました。可能であれば、矯正装置に何を用いたのか記載をご検討ください。
		【症例】左下第一大臼歯→下顎左側第一大臼歯への変更をご検討ください。 ショウレイ ヒダリシタ ダイイチダイキュウシ カガク サソク ダイイチダイキュウシ ヘンコウ ケントウ		済 スミ

		46		簡便な床装置で治療した鋏状咬合症例		症例展示（ポスター形式） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後再査読		問題なし モンダイ				①症例１：女性→女児、症例２：男性→男児、症例３：女性→女子　との表記を検討ください。
②「カ月」の表現について、「か月」とひらがな表記にしてください。
③症例で、現在形の表現となっておりますが、過去形で表現してください。
④症例２で、「左右」とありますが、「両側」と表記してください。
⑤個性正常の表記がありますが、個性正常咬合のことでしょうか？
⑥装置の使用期間について、「〇か月」との記載がありますが、「〇か月間」との表現をご検討ください。
⑦パラタルバーとの記載がありますが、「トランスパラタルアーチ」等の学術用語を使用することを検討してください。
⑦【考察およびまとめ】で、「下顎臼歯の頬側傾斜」との記載がありますが、「下顎臼歯の頬側傾斜移動」のことでしょうか。ご検討ください。

		・症例１は、上顎に固定式装置（パラタルバー）を治療で用いたのでしょうか。そのため、【考察およびまとめ】「下顎は床装置、上顎は固定式装置の適用がふさわしい症例がある」と考察されたのでしょうか。分かりにくいの修正をご検討ください。 ショウレイ ジョウガク コテイシキ ソウチ チリョウ モチ コウサツ カガク ユカ ソウチ ジョウガク コテイシキソウチ テキヨウ ショウレイ コウサツ ワ シュウセイ ケントウ		済 スミ



		4		骨格性Ⅰ級、High angle、上顎前歯前方位と下顎右側側切歯の舌側転位を伴うAngleⅠ級叢生症例		症例報告（机上での発表） ※認定医更新症例に限ります。		修正後再査読		『被験者への口頭と書面による十分な説明と同意』、『※情報公開＋拒否権の保護（オプトアウト）がなされていますか』、『被検者の個人情報の保護に関する説明と同意』に関して該当しないとしていますが、必要だと思われます。ご検討ください。		①患者の年齢の「カ月」の表現について、「か月」とひらがな表記にしてください。
②【治療方針】に、「上下顎両側第一小臼歯を抜歯し、」とありますが、「上下顎両側第一小臼歯を抜去し、」との表現ご検討ください。

		「ナンス」は「Nance」と記載して下さい。
「治療計画や前歯の後方移動時のワイヤーサイズの選択、メカニクスなど振り返りの多い症例となった。反省点を今後の治療に生かしていきたい。」の部分が感想になっていますので、考察をご記載ください。		特になし		済 スミ

		28		軽度の叢生を伴う上下顎前突症例		症例報告（机上での発表） ※認定医更新症例に限ります。		修正後採択		問題なし モンダイ				【治療経過】ではなく【治療結果】ではないでしょうか？		【症例】や【初診】に記載している内容は、【所見】ではないでしょうか。ご確認下さい。
【症例】には年齢、性別、【初診】は初診の年月日の記載をお願いします。
【症例】のLow　Angleをローアングルもしくはlow angleに修正をお願いします。
【診断】は、文章ではなく、～を伴う～症例のような形での記載をお願いします。
【治療方針】のラップアラウンド・リテーナーをラップアラウンドリテーナーに、リンガル・ボンディッド・リテーナーをリンガルボンデッドリテーナーに修正をお願いします。
【症例】と【治療経過】で、U1 to SN の記載に統一をお願いします。
【考察】で上歯列の叢生を上顎前歯部の叢生など修正をお願いします。
【治療経過】Overjet、Overbiteとありますが、文頭ではないので、１文字目は小文字でoverjet、overbiteの表現としてください。 ショウレイ ショシン キサイ ナイヨウ ショケン カクニン クダ ショウレイ ネンレイ セイベツ ショシン ショシン ネンガッピ キサイ ネガ ブンショウ カタチ キサイ ネガ シュウセイ ネガ ショウレイ チリョウケイカ キサイ トウイツ ネガ ジョウガク ゼンシブ ソウセイ シュウセイ ネガ チリョウケイカ		済 スミ



		18		歯科矯正用アンカースクリューを併用して過大なオーバージェットを伴う骨格性Ⅱ級を治療した１例		症例呈示（机上での発表） ※認定医更新申請の業績としては認められません。		修正後再査読		問題なし モンダイ		①【目的】にある『美的不調和が生じる症例も存在する』とありますが。『審美的不調和』のことでしょうか。表現についてご検討ください。
②【症例】にある『垂直的にはアベレージアングルである。』とありますが、一般的な表現ではないと思われますので、『垂直的には標準的であった。』等の表現についてご検討ください。
③文章中に、Overjet、Overbiteとありますが、文頭ではないので、１文字目は小文字でoverjet、overbiteの表現としてください。
④【症例】に『バッカルコリダーも良好なスマイルライン』との表現がありますが、具体的ではないため、『バッカルコリダーが少なく、良好なスマイルライン』との表現もご検討ください。
⑤【考察およびまとめ】の最後の文ですが、『一因』は１つの原因という意味があり、適切な表現ではないように考えられます。『・・・治療計画の提案ができることが示唆された。』などの表現についてもご一考ください。
		治療後のoverjet、overbiteを追記して下さい。		【症例】の『犬歯・小臼歯関係』とありますが、犬歯関係と臼歯関係でしょうか。ご確認ください。
SNA, SNB, ANBはそれぞれSNA角, SNB角, ANB角に修正してください。
【考察およびまとめ】時計まわりの回転は、後下方回転に修正してください（最近この表現は使用しませんのでご注意ください）。 カンケイ ケンシ カンケイ キュウシカンケイ カクニン カク シュウセイ コウサツ ウシ カホウ カイテン サイキン ヒョウゲン シヨウ チュウイ		済 スミ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































査読者先生査読コメント一覧 (2)

		座長候補 ザチョウ コウホ				発表支部 ハッピョウ シブ		演題番号 エンダイ		筆頭発表者が役員 ヒットウ ハッピョウシャ ヤクイン		演題表題		発表形式

		五百井先生（福岡）・川越先生（宮崎） イオイセンセイ フクオカ カワゴエ センセイ ミヤザキ				福岡 フクオカ		42				小臼歯抜歯症例に対し弱い矯正力を用いた en masse retractionによる矯正歯科治療を行った2症例		口演（症例）				口演（症例） クチエン ショウレイ		1		小臼歯抜歯症例に対し弱い矯正力を用いた en masse retractionによる矯正歯科治療を行った2症例

						長大 チョウ ダイ		33		古賀先生 コガセンセイ		先天性多数歯欠如を伴う骨格性下顎前突症例		口演（症例）						2		先天性多数歯欠如を伴う骨格性下顎前突症例

						沖縄 オキナワ		49				術後に突発性下顎頭吸収を惹起したと思われる外科的矯正治療を適用した骨格性II級、High angle 成人女性の2例		口演（症例）						3		術後に突発性下顎頭吸収を惹起したと思われる外科的矯正治療を適用した骨格性II級、High angle 成人女性の2例

						熊本 クマモト		5		上村先生 カミムラ センセイ		上顎両側中切歯の歯根吸収を伴う骨格性Ⅰ級ハイアングル開咬に対して、マウスピース型矯正装置を用いた上下顎両側第一小臼歯抜歯症例		口演（症例）						4		上顎両側中切歯の歯根吸収を伴う骨格性Ⅰ級ハイアングル開咬に対して、マウスピース型矯正装置を用いた上下顎両側第一小臼歯抜歯症例

						福歯 フク ハ		23				非崩壊性G N T添加アパタイトセメントの基礎物性への影響について		口演（学術）				口演（学術） クチエン ガクジュツ		5		非崩壊性G N T添加アパタイトセメントの基礎物性への影響について

						鹿児島大学 カゴシマダイガク		50				歯科矯正用アンカースクリュー植立時の歯根接触を検知するための歯の動揺度と埋入トルクの評価		口演（学術）						6		歯科矯正用アンカースクリュー植立時の歯根接触を検知するための歯の動揺度と埋入トルクの評価



		座長候補 ザチョウ コウホ				発表支部 ハッピョウ シブ		演題番号 エンダイ		筆頭発表者が役員 ヒットウ ハッピョウシャ ヤクイン		演題表題		発表形式

		疫学＋Vivo
中島先生（福岡） エキガク ナカシマ センセイ フクオカ				福岡 フクオカ		3				コロナ禍前後における矯正歯科患者の実態調査		学術展示（ポスター形式）				学術展示		1		コロナ禍前後における矯正歯科患者の実態調査

						九歯 キュウ ハ		30		郡司掛先生 グンジカケ センセイ		九州歯科大学附属病院矯正歯科における先天性疾患患者の実態調査		学術展示（ポスター形式）						2		九州歯科大学附属病院矯正歯科における先天性疾患患者の実態調査

						長大 チョウダイ		14				矯正力負荷早期における歯根膜腔狭小化と歯根吸収の相関関係		学術展示（ポスター形式）						3		矯正力負荷早期における歯根膜腔狭小化と歯根吸収の相関関係

		Vivo+Vitro(歯根吸収関連)
北原先生（九大）
 シコンキュウシュウ カンレン キタハラ センセイ キュウダイ				長大 チョウダイ		13				12/15 - LOX特異的阻害剤による歯根吸収抑制とその作用機序の解明　―ラットを用いた実験―		学術展示（ポスター形式）						4		12/15 - LOX特異的阻害剤による歯根吸収抑制とその作用機序の解明　―ラットを用いた実験―

						九歯 キュウ ハ		21				矯正歯科治療を想定した機械的刺激下のヒト歯根膜細胞におけるFGF-2を介したCAP、CEMP1の発現		学術展示（ポスター形式）						5		矯正歯科治療を想定した機械的刺激下のヒト歯根膜細胞におけるFGF-2を介したCAP、CEMP1の発現

						長大 チョウ ダイ		32				矯正力による歯根吸収のリチウムによる抑制の組織学的解析-ラットを用いた実験-		学術展示（ポスター形式）						6		矯正力による歯根吸収のリチウムによる抑制の組織学的解析-ラットを用いた実験-

		Vivo+Vitro
大賀先生（鹿大）				長大 チョウダイ		16				リチウムは矯正力負荷初期の短期間投与でも歯根吸収抑制効果を示すのか？		学術展示（ポスター形式）						7		リチウムは矯正力負荷初期の短期間投与でも歯根吸収抑制効果を示すのか？

						九歯 キュウ ハ		9				味覚受容体T1R3による破骨細胞および骨芽細胞分化制御機構		学術展示（ポスター形式）						8		味覚受容体T1R3による破骨細胞および骨芽細胞分化制御機構

						九歯 キュウ ハ		22				ラット口腔粘膜におけるメントールの疼痛誘発作用と鎮痛作用の解析		学術展示（ポスター形式）						9		ラット口腔粘膜におけるメントールの疼痛誘発作用と鎮痛作用の解析

		Vivo+Vitro
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						鹿児島大学 カゴシマダイガク		10				日中活動時の非機能的咬筋活動の解析における基準値の検討		口演（学術）
学展へ変更 ガクテン ヘンコウ						17		日中活動時の非機能的咬筋活動の解析における基準値の検討
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						京都 キョウト		18				歯科矯正用アンカースクリューを併用して過大なオーバージェットを伴う骨格性Ⅱ級を治療した１例		症例呈示（机上での発表） ※認定医更新申請の業績としては認められません。				症例呈示 ショウレイ テイジ		1		歯科矯正用アンカースクリューを併用して過大なオーバージェットを伴う骨格性Ⅱ級を治療した１例

																				症例呈示 ショウレイ テイジ
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								28				軽度の叢生を伴う上下顎前突症例		症例報告（机上での発表） ※認定医更新症例に限ります。
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